








集合の性質 (ポリジーン) として説明 (1918) して初めて受け入れられる






































dx= SdB+fx1x2(1  x1)s +(1 2x1)q ;x1x2(1  x2)s +(1 2x2)qg0dt
で定まる拡散過程の双対です．x1;x2 は母集団における A1;B1 の頻度，S
は二項分散の平方根，B は Wiener 過程，s , q はそれぞれ適応度と母集
団サイズ，変異率と母集団サイズの積です．
3 ゲノム多様性解析
最尤推定，ベイズ推定の枠組みにより，上記のような統計モデルを用い
てゲノム多様性の問題について推測することができます．疾患遺伝子の
探索，罹患予測など医療に直結する方法論，自然淘汰圧の推定など生物
多様性を理解するための基礎になる方法論の構築に携わっています．ま
た，所外の研究者とも協力し，様々な問題に取り組んでいます．
日本人が先住の縄文人と大陸からの渡来人の混合として成立したとす
る二重構造仮説があります．そうであるならば日本人のゲノムは縄文人
と渡来人のモザイクになっているはずです．現在のところ縄文人の起源は
わかりませんが，現代人のゲノムから推測することはできます．図2は，
14番染色体の一部について，縄文人と渡来人の遺伝的分化の強さ (赤)，公
共データベースに公開されているある日本人の染色体が縄文人に由来す
る確率 (青)を示したものです．
図2縄文人と渡来人の分化，縄文人由来の確率
○ご一緒に研究することに興味をお持ちの方がおられましたら，
smano@ism.ac.jpにご連絡を頂けますと幸いです．
